
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 車中では、ガイドさんの博識ぶりと次々と繰り出される

クイズに好奇心を刺激されました。台北１０１の超高速エ

レベーターなど随所で日本の技術が生かされ文化が親しま

れていることを嬉しく思う一方で、総統府や中正紀念堂、忠

烈祠では台湾と日本が辿った複雑な歴史と痛みも実感しま

した。その場に立ち、直に見ることで伝わってくる重みでし

た。今年は、十分老街での天燈上げという新メニューが加わ

りました。皆の願い事を載せた紅の天燈が次々と紺碧の空

に舞い上がる光景は、鮮やかに焼き付いています。 

 台湾の至宝や風物に触れ、食事を堪能し、４日間は瞬く間

に過ぎていきました。１年生６２名、それぞれが各所で「ク

エスチョンマーク」を抱き、考え、会話し、小さなチャレン

ジを重ねたと思います。撮った写真も膨大な数でしょう。し

かし、あえて言うならば、画像にも音声にも残せなかったも

のこそ、かけがえのない収穫であり成長の糧になっていく

のではないでしょうか。 

 出発前夜まで台風を案じた昨年のことを思うと、不安な

く全日程を終え、一同元気に帰国できたことに安堵してい

ます。パスポート取得に始まり、早朝の見送りと冷え込む深

夜の出迎え等、様々な面でご協力くださった保護者の皆様

に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 白雲を一気に抜けて、桃園空港まであとわずか。機内で

こんな声が上がりました。「見て、池がたくさんある！」「た

め池かな」そして「教頭先生、あれは何ですか？」私もこ

の景観に見とれていたのですが、ガイドブックには記載な

し。「何だろう。現地で聞いてみようね。」これが、旅の醍

醐味・クエスチョンマークの一つ目です。（後で、養殖池だ

と伺いました） 

 本校の国際交流体験学習は平成６年度に始まりました。

当時の趣旨書には、「高校生という無心で向上心旺盛な時期

に国際交流を行い見聞を広める」意義が謳われています。 

 国立楊梅高校との交流会は、３日目に行われました。班

別自由行動などを経て台湾になじんだ感のある生徒たち

も、朝から緊張の面持ちです。しかし、バスが校地に入る

や、手作りの歓迎ボードを掲げ名前を呼びながら迎えてく

れる楊梅校生たちの姿に笑顔がこぼれました。熱烈なもて

なしに負けじと、本校生もはつらつと郷土芸能を披露しま

した。難度の高い授業や、物怖じしない楊梅校生の言動に

たじろぎながらも、言葉の壁を越えて笑い合い通じ合えた

３時間だったようです。 



 飯南町教育委員会主催のこの会議に、飯南高校生約

５０人が参加しました。 

  東京学芸大学名誉教授の児島邦宏さんの講演「子ど

もたちに本物の力をつける確かな学びの循環について

～地域を元気にする学校～」を聞いた後、参加者同士

で飯南町の教育について話し合いました。飯南町で育

つ子どもの目指す姿や体験させたいこと、明日から自

身が取り組むこと等を、高校生の視点で考え、地域の

方と積極的に対話している姿が見られました。 

 面識のない大人を相手に、自分の意見を発信するこ

とは貴重な経験であり、飯南町の教育魅力化に関わる

良い機会となりました。 

 

 生命地域学の集大成として、６月から３年１組の生

徒が課題研究に取り組んでいます。今年は「飯南町の

現状を変えるには？」をメインテーマとし、８班に

分かれて地域課題を見つけ、解決策を提案します。   

中間発表は、３年２組の生徒、教職員、地域の方々

の前で行いました。発表後は、質疑応答が設けられ、

さらに参加者全員から良かった点・改善点・疑問点を

付箋に記入してもらいました。頂いた質問やアドバイ

スは今後の研究活動に役立て、再考の手がかりとして

いきます。 

中間発表会に向けて、地域や事業所の方々には取材

や調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

 天候に恵まれ、予定通り、男子はグラウンドでサ

ッカー、女子は体育館でバスケットを行いました。  

 本校の球技大会はクラス対抗で行いますが、欠

員が生じる場合は他のクラスから助っ人に来ても

らい、協力して進めていました。勝利目指して汗を

かき声援を送って、学校がいっそう活気づいた一

日でした。 

 県内の６つの専門学校１８学科の中から、各自が

希望する２つの分野を見学しました。進路ガイダン

スに続き、様々な仕事や働き方を学び、職業意識を

高めることが目的です。 

生徒からは、「今回の見学で将来の選択肢を確実

に増やすことができた。」「いろいろな学校を見学し

て、選択肢が絞れてきた。これからも積極的に学校

を調べ、勉強していきたい。」「話を聞くだけでなく、

体験することができて、一層興味がわいた。」「働く

とは何か、何のために働くのかをしっかりと考える

ことができた。」等の感想がありました。 

まず、就職希望者、進学希望者に分かれ、進路選択

や入試制度、就職への心構え等について詳しく聞き

ました。その後は、経済、心理、語学、栄養、教育、

機械、看護…など、２４もの分野から説明に来てい

ただき、希望する３つの分野の話を聞きました。仕

事内容や資格、仕事の現状や業種についてだけでな

く、資料ではわからないその職業のやりがいや必要

な能力等、生徒達が知りたかった内容もたくさん教

えていただきました。「視野を広げるきっかけになっ

た。」「就きたいと思っていた職業でも、知らなかっ

たことや、やっておくべきことがわかった。」等の感

想が多くありました。 

 球技大会で上位成績を収めた生徒やチームが、

三刀屋で行われたこの大会に出場しました。雲南

地区の５校（飯南・三刀屋・大東・掛合・横田）が

出場し、男子はサッカーとバレー、女子はバレーと

卓球競技で競いました。その結果、男子優勝、女子

準優勝、男女総合優勝に輝きました！ 

 飯南高校は大会初出場です。代表として１年生の

石橋くん、２年生の熊代くん、中村さん、原くんが参

加しました。今年の大会の論題は『日本は移民政策を

大幅に緩和すべきかどうか』。肯定派と否定派に分か

れ、英語で議論を戦わせました。生徒達は、いろいろ

な資料を集め、英語で相手を説得する力をつけよう

と積極的に取り組みました。 

 生徒は最終発表会に向けて、レベルアップできるよ

うに動き出しています。飯南町をよりよい町にするた

めに、高校生として何ができるのか試行錯誤していま

す。今後もご協力をよろしくお願いします。   

最終発表会は、１２月８日（金）の９時１０分から、

頓原農村環境改善センター「みせん」で開催します。

高校生のアイデアを聞きに、皆さんお越しください！ 

どの職業にも当てはまりますが、仕事の見えない部

分も知るための、情報収集の大切さを強調されまし

た。また、高校卒業後の進路選択はとても大事である

ため、将来から逆算して進路を考えていってほしいと

も伝えられました。 

１年生はコース選択の時期に近づいており、２年生

は高校生活の折り返し地点を迎えました。自分の興味

のある職種や学校を調べ、 

「将来どんな自分になり 

たいか？」「そのために何 

を学び、経験するのか？」 

を今から考え、高校生活 

を有意義なものにしてほ 

しいと思います。 

また、実際の授業風景を見たり、一緒に授業を体

験させてもらったりしたことで、在学生の“その職

に就きたい”という気持ちの強さを感じたという生

徒も多かったようです。たくさんの刺激を受け、自

分が本当にやりたいことは何なのかを考えさせら

れる、有意義な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２日の台風の影響で道路の状態があまり良くあ

りませんでしたが、２３日のうちに様々な方が協力

してくださり、安全で走りやすい環境にしていただ

きました。 

  当日はロードレース日和となり、出走者全員が完

走を果たしました。道中で、来島保育所の子どもたち

が手作りの応援旗を振りながら大きな声援を送って

くれたり、ＰＴＡの方々が心温まる豚汁を作って待

っていてくださったりしたことも、生徒のやる気に

繋がりました。かわいい声援や、愛情たっぷりの豚汁

が、生徒たちの心も体も温めてくれました。 

 様々な方々のおかげで、当日を気持ちよく迎え、予

定通りの日程で大きなトラブルなくレースを終える

ことができました。本当にありがとうございました。 

 

詳しい日程や各班の 

提案テーマは、 

ホームページで 

お知らせしますので、 

ぜひご覧ください。 

 



 中山間フェアは飯南高校の吹奏楽部がオープニング

を盛り上げました。文化祭では連携中学校の赤来中学

校・頓原中学校と共に三校合同演奏を披露しました。地

域の様々な行事を通して、練習の成果をたくさんの方

に聴いていただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校だより月根尾１１月号 平成２９年１１月１８日発行 

島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

１日（金）人権・同和教育ＬＨＲ 

     （人権月間１１／６～１２／８） 

５日（火）２年生エイズ出張講座 

８日（木）３年１組課題研究最終発表会 

１４日（木）保護者面談（～２８日） 

２２日（金）終業式・壮行式（スキー部） 

   試験発表（３年生） 

２５日（月）冬季補習（～２７日） 

２８日（木）朝 閉寮（～１／５夕方） 

島根県高等学校野球１年生大会 

飯南 ７－９ 出雲西 

平成２９年度島根県高等学校剣道選手権大会 

【男子団体】 １回戦 ●飯南（大将戦）松江北○ 

【男子個人】 ５名出場 ４回戦までに敗退 

【女子個人】 ２名出場 初戦敗退 

島根県高等学校卓球選手権大会 

【男子団体】予選リーグ３位 

３位トーナメント 飯南 ３－１ 邇摩 

         飯南 １－３ 大社 

【女子団体】予選リーグ３位 

 ３位トーナメント 飯南 ０－３ 出雲 

【男子シングルス】１１名出場 

５名が初戦突破 １名が３回戦進出 

【女子シングルス】７名出場 

２名が初戦突破 

第５０回島根県高校書道展 

 横田 華恋 

 橘  怜名 

平成２９年度島根県高等学校テニス新人大会

（団体の部） 

【１回戦】 飯南 ０－５ 大社 

 

 １２月１７日は毎年恒例の

三校合同クリスマスコンサート

を赤名農村改善センターで開

催する予定です。たくさんのご

来場をお待ちしています！ 

 来島地区の文化祭に、今年もたくさんの生徒が参加させ

ていただきました。報道部は進行係を務め、作品発表も行い

ました。吹奏楽部は赤来中学校との合同演奏を披露し、茶道

同好会はお茶席を設けました。また、生命地域ラボ参加者

は、子ども向けの出店やうどん販売など様々なボランティ

ア活動を通して、文化祭を盛り上げました。ステージでは、

市本先生が落語を披露し、会場を沸かせていました。 

 地域の方々と触れ合い、飯南高校生や飯南高校の活動を

知っていただくきっかけとなりました。たくさんのご来場

ありがとうございました。 


